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～町予算(案)のポイント～
●�安全・安心で利便性の高い、まちづくりの拠点
の整備と、自然災害に備えた防災力を強化（地
域集会施設耐震診断等）＝１億2,098万円

●�特色ある学校教育の推進と小中一貫教育校の設
置に向けた検討＝5,540万円

●職員の働き方改革と組織的な人材育成を促進
　（会計年度任用職員制度の導入等）
　＝1,039万円　　
●�ラディアン２０周年を迎え、文化・スポーツ振興
記念行事を開催＝35万円

○ 前年度予算との比較

○ 長期借入金残高見込
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令和２年度予算　総額１５６億６,６３９万円
賛成８・反対５で可決

会計名 令和２年度予算額 令和元年度予算額 対前年度比率
一般会計 79億8,500万0千円 82億6,948万5千円 △3.4％

国民健康保険 31億7,266万2千円 32億7,945万8千円 △3.3％
後期高齢者医療 9億8,694万4千円 9億  171万5千円 9.5%

介護保険 26億  616万1千円 26億1,672万0千円 △0.4％
下水道事業 9億1,562万6千円 9億7,248万2千円 △5.8％
合　　計 156億6,639万3千円 160億3,986万0千円 △2.3％

◆議論の対象となった主な事業◆ １級町道５号線舗装補修工事 3,880万円
消防庁舎現況調査委託料 120万円 １級町道７号線舗装補修工事 1,725万円
地域集会施設耐震診断委託料 700万円 新庁舎整備事業ワークショップ 64万円
学校施設等現況調査委託料 2,200万円 ICT教育推進事業機器借上料 4,037万円

会計名 令和２年度末 令和元年度末
一般会計 74億9,882万円 77億  679万円

国民健康保険 3,760万円 5,640万円
下水道事業 52億7,501万円 54億6,559万円
町債合計 128億1,143万円 132億2,878万円

生活道路の改修について、
早急に計画を立て進めよ

＊千円以下四捨五入

＊千円以下四捨五入
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一般会計に賛成×反対 討論
  令和２年度予算案について新庁舎整備事
業に伴う建設ありきのワークショップ、明
確なメリットがないまま町民運動場、町立
体育館を随意契約により管理委託する等、
賛成できない点があるが、町道補修舗装費
や教育費の増、自然災害に備えた防災力の
強化等を評価し賛成とする。� （前田）

　“なんとか乗り越えて欲しい予算”として
賛成。会計年度任用職員制度とセットの業
務委託。ワークショップ64万円でソフトス
タートさせる新庁舎整備事業。公共施設再
配置計画抜きに決断できないであろう小中
一貫教育の推進。村田町長に人間力を強く
発揮していただくことが必要。� （根岸）

　体育館と運動場の管理を業務委託する。
採用にあたり、従来の臨時職員の希望があ
れば、優先的な雇用を求めている。昨年か
ら給食センターで業務委託し順調だ。役場
の仕事を民間事業者と手分けし、効率よく
運用することは合理的。地域での助け合い
の輪を広げるよう期待する。� （小笠原）

　公共施設の現況調査、新庁舎整備ワーク
ショップ等、今後支出増を見込む予算だが、
産業振興は新たな取り組みがなく、経済政
策は弱い。財政の見通しが見えず、懸念は
残るが、新型コロナウイルスにより、不安
がぬぐえない日々の中、町民の生活が滞ら
ないことを最優先に考え賛成。� （羽根）
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反対賛成
　町規模からコスト削減とサービスの質向
上は難しい。委託中の給食センターはコス
トアップに見合う質の高い給食提供を目指
さなければならず、予定委託の詳細が不明
確なまま予算承認するのは町民の負託に背
く表決であり新庁舎関連予算は計画を策定
するとの事であり承認できない。�（大沼）

　新庁舎整備事業は過去２度に渡り否決さ
れている。ワークショップの結論に拘束力
はなく目的不明確。業務委託増加は国の方
針とする一方、国が求めている住民への説
明責任は果たしていない。全町民へのピロ
リ菌検査を実施すべき。町の観光はインバ
ウンド効果に目を向けよ。� （松﨑）

　今後、果樹公園やホテル跡地の購入費が
計上される。浸水区域で使途不明な土地購
入は断固反対。一昨年まで各小学校40万円
だった芸術鑑賞費が今年度ゼロ。生徒児童
のオリンピック観戦チケットは全員分を購
入する自治体がある一方、町は300枚で抽
選。自治体格差に敏感になるべし。 �（露木）

　業務委託の拡大、会計年度任用職員制度
の導入、漁港整備調査など国施策直結の予
算は問題が多く、町民要求と矛盾拡大。小
中一貫教育校設置は見直しが必要。財政調
整基金の活用、施設現況調査など「安心・
安全」面の前進は大いに評価。慎重な新庁
舎ワークショップ運営を求める。�（渡辺）

　全ての臨時職員を会計年度任用制度に移
行することなく、民間委託の急増は不可思
議だ。議会が県知事に意見書提出した葛川
整備計画の見直しも確認せず、ラディアン
周辺の役場庁舎移転計画のためのワーク
ショップは無意味だ。� （坂本）

※記事は討論を行った議員自身が要約したもの。
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東大果樹園跡地の利活用事業
6,890万円 （企業版ふるさと納税5,000万円を利用）

１月24日の臨時会で補正予算を審議

　事業費が高額であること、整備内容、利用期間の短かさ、収支の具体性、協議会の組織体制などが
質疑された。結果は、町民主体の未利用地の活用事業に期待し、可決となった。

　●事業の内訳●
・環境整備基本計画策定委託料� 270万円
・環境整備工事� 5,390万円
　　（電気・水道・トイレ・駐車場約70台分）
・庁用車購入費� 1,200万円
　　（時間貸事務所用の小型トレーラーハウス２台）
・管理運営交付金� 30万円
　　（町民主体の活用運営協議会への交付金）
� 合計　6,890万円

　東大果樹園跡地の利活用については、町民ワーク
ショップをふまえ、「公共施設再配置・町有地有効活用
実施計画」のシンボル事業と位置付け、これまでの活用
団体を中心に協議会を設立し、管理運営を始めていた。
　このほど、東大果樹園跡地の活用コンセプト “子ども
と共に大人も楽しみ学べる場” に基づく、多世代交流・
多目的利用を目的とした事業に賛同した企業から、地方
創生応援税制（企業版ふるさと納税）の申し出があり、
これを活用して環境整備等を行うこととなった。
　整備後は、令和９年度までの事業として、協議会と町
が連携しながら、推進を図る。

杉崎・小笠原・露木
渡辺・前田・根岸・一石

賛成（７名） 反対（６名）
善波・羽根・松﨑
二宮・坂本・大沼

今回の事
業費では
このエリア
を行う

プロジェクト概要図

 ７対６で可決

思いっきり
自由気まま
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の説明なく
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大きく
話し合いも
足りない
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「葛川水系河川整備計画」の
早期実現を求める意見書を県に提出

１月24日に開催された臨時会において、議員提出議案が全会一致で可決。

総額で１億2,149万円の減額により
予算総額を86億1,455万円に

３月議会　一般会計補正予算

　県は「かながわ川づくり計画」の「都
市河川重点整備計画（新セイフティリ
バー）」に基づき、平成28年１月に「葛川
水系河川整備基本方針」を示したことに
続き、平成31年３月に「葛川水系河川整
備計画」を策定している。

　しかし、計画期間は長期にわたるもの
であり、近年の台風や局所的大雨の頻度
を考慮すれば、治水対策の重要性と緊急
性は増したと捉えるべきである。

　当町では、平成25年４月に葛川が溢水※

し、被害が発生したことは記憶に新しく、
さらに令和元年12月に示された洪水浸水

想定区域図では、生涯学習センターや横
浜地方法務局西湘二宮支局についても、
浸水が想定されている。

　平成25年の溢水箇所は、県道と駅から
の町道の交差する地点（生涯学習センター
前）でもあり、周辺住民より家屋浸水被
害の解決を求められており、また町の基
幹道路として、緊急時の輸送路となる交
通の確保は必須である。町民はもとより、
住宅や公共施設、基幹路線の安全確保の
ため、早急な整備に着手していただきたい。

�※溢水（いっすい）：河川から水が溢れ出る事。

　　　　国・県の補助金・支出金が事業実績見込
みにより調整し減額となった。

　　　　新庁舎建設場所の再検討による建設予定
地埋蔵文化財発掘調査委託料3,520万円を減額。
他に、民生費１億793万円、衛生費1,696万円、教
育費1,381万円をそれぞれ減額した。
　また、公共施設整備基金5,000万円、災害対策基
金2,200万円を積み増し、イノシシ等の農産物被害
対策としてフェンスの設置補助、イノシシの捕獲
数が当初より増加したことにより27万円増額とした。

※千円以下四捨五入

大雨時における住民、住宅、町施設、横浜地方法務局西湘二宮支局、県道71号（秦
野二宮）を含む基幹道路などの安全確保のため、洪水浸水想定区域図において
浸水の危険性が高い生涯学習センター（ラディアン）付近までの葛川の整備に
早期に着手すること。

補助金活用で整備されたイノ
シシ被害対策フェンス

■監査委員の選任
大矢孝道氏（75）の任期満了に伴い、同氏の監査委員への再任について議会の同意が求められた。
任期は４年。� 12対１で可決
反対討論 同氏が熱心に職責をこなしていることは理解しているが、提出者である町長に疑
問があるので反対する。監査委員は町のスタッフではなく行政のチェック機関である。執行
者の相談相手として行動させることは癒着に見え、公正さという点で逸脱している。�（坂本）

歳入

歳出

内
容

主
旨
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一、二次査定額を会計別に載せても
選挙公約の予算見える化にはほど遠い

４名が町長施政方針・予算案について問う
無所属

大沼　英樹
無所属

露木　佳代
土砂・浸水ハザードリスク
の軽視が起こす想定外

庁舎建設地を微妙に変更
町民ワークショップとは

Q前年度予算案では商連補助、敬老祝金を減額
提案。補助削減は道理に反する。賃金上昇と

消費増税に苦しむ中小企業に町の配慮は。

A子育て世代を中心にJOYカードと町事業を連
携し相乗効果を図っていく。

Q商工会女性部会主催の「おとちゃん縁結びツ
アー」はどの様に見ているか。

A感謝申し上げ、継続等を期待する。

Q新庁舎計画地は駅徒歩10分、バス停も無く周
辺は度々渋滞。浸水ハザードを理由にいった

ん白紙と発表したが、ごまかしの白紙撤回では。

A利便性・アクセスに富み、ラディアン周辺が適地。
ワークショップで求める機能を共有し、理解を図る。

Q宮城県丸森町役場庁舎の水没例をどの様に考
えるのか。

A県の推定では最大12時間の浸水見込み。今後、
早急な河川改修を働きかける。

Q逗子市では晴天時に土砂災害で死者が発生し
た。ラディアン花の丘公園周辺は土砂災害警

戒区域であり、予定地周辺を調査、対策したか。

A目視で確認したが、災害リスクゼロはあり得
ず、いかに減らせるか対応していく。

Q学校統廃合案は夢が無く不安が多い。強いリー
ダーシップと教師のやる気が必要だが、意気

込みはいかがか。

A９年間の長いスパンで一人一人の子どもたち
の特性を見取っていく。

Q北口駅前は、マナー無視の送迎車両・駐車、
進入禁止の違反が発生。横断歩道の白線も消

え安全・美観の意識が希薄で、対策が必要。

A問題は認識しており、車両の外側線誘導を検
討。警察と連携し、マナー向上に取り組む。

Q庁舎建設のための町民ワークショップとは。
購入すれば億にもなる果樹公園（県所有）やホ

テル跡地（不動産鑑定中）の活用を議論するのはお
かしいのでは。

A建設予定地は町営第一駐車場（ラディアン裏）
ではなくラディアン周辺に。果樹公園やホテ

ル跡地は流動的な部分。町がこうしたいではなく
意見をいただく。町民にとって使いやすく機能性の
高い庁舎にまとめたい。予定は８回。やり方、参
加者の公募方法、人数等は検討中。年内に結論を
得たい。話し合いの経過で補正予算計上（基本設計
費）もありうる。

Q防災無線が聞こえづらい。中井町、大磯町の
ようにタブレット貸与も含め、防災情報提供

のアプリ等の導入は。高齢者の見守り機能として
も役立つが。

A防災情報は、防災無線、電話、メール、ヤフー
の速報などで発信。アプリは導入・維持管理

費など多額。見守りは民生委員や介護関係者、通
いの場、郵便局や新聞協会などとの協定がある。
費用を抑える方向で、さまざまな媒体で効果的な
情報発信ができるよう研究する。

Q選挙公約の「予算の見える化」はなぜできな
いのか。また、予算査定を事業整理へとつな

げる考えは。

A予算編成方針や予算査定の過程はホームペー
ジで公表。現状の方法が限界だが工夫すべき

ことは多々ある。事業は行政評価の結果、次年度
の早い時期に予算に反映するのは重要。事業の変
更や削減は、町民に向き合って進めているが説明
責任は大変重要。スピード感を持って事業の改善
を進めていく必要がある。

100％の安心は無いと
言いましたが、危険を
侵すのとは違います
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吾妻山はかつて薪山として住民が整備、
大磯町は自伐型林業プランを策定

令和２年１月９日の吾妻山
公園の菜の花と富士山

４名が町長施政方針・予算案について問う
神奈川ネットワーク運動

一石　洋子
新庁舎ワークショップは
二宮発新しい公への出発

無所属
前田　憲一郎

将来的に明確なビジョンの
無い町政運営

Q激甚化する風水害、コロナウイルスと脆弱化
する様相に自治体のセーフティネットの役割

は増大。大地の保全はSDGsの総合解決に資す。
森林環境譲与税で、倒木・崩落進む吾妻山を協働
で持続可能な整備をする二宮プランを。

A公共性、公平性、防災の観点をふまえ小規模
な町として活用を検討し事業を厳選する。地

主の方々にも働きかけたい。

Q子ども食堂、発達支援学習会、子ども会祭り、
学習支援、また東大果樹園跡地の展開等子ど

もを自治の観点で育てる機運が高い。全国的にも
学校の脱画一の流れの中で、小中一貫教育は教育
委員会が子どもの視点で学校統合を考えた方針。
本質的な議論が必要。一色小学校に県のモデル校
として特色ある「もう一つの学校」を作ることを
提案したい。

A幅広い意見が小中一貫教育の説明会では出て
いる。一色小学校に限らず、コミュニティス

クールの可能性に注目。町内人材バンクを呼びか
ける運営協議会もある。多様で自由な展開が、子
ども達が主役になる場面を作り出す。二宮の色々
な社会資源が活かせる。

Q新庁舎基本計画の白紙撤回、町民ワークショッ
プの施策を評価。未来を見据え、町の可能性

とリスクを真剣に考えたい町民の思いを受け止め
たワークショップなら質が問われる。質の高いコー
ディネーターの招致には予算が少ない。

A２年の議論を経て行政の限られた知見を超え
る可能性を勉強した。多くの社会資源の知恵

を活かし、対立的でない、建設的な庁舎に留まる
ことのない縁を活かした未来への学びの場、新し
いまちづくりのプラットフォームとしたい。

Q正泉寺跡地など未利用地の有効活用について、
このようにしていくという検討結果を示し、

明確な将来的町のビジョンについて問う。

A正泉寺跡地については、市街化調整区域、吾
妻山風致地区であることや、勝負前地区からの

進入路が狭いことなどから、単独での活用は困難で
あり、隣接する役場庁舎、町民センター、武道館と
一体的な活用をする必要があると考えている。

Q来年度の予算編成の重点項目について聞く。

A新役場庁舎整備の推進を初め、地域集会施設
の耐震診断、ラディアン長寿命化計画の策定、

消防庁舎や小中学校の現況調査、分団車両の更新、
防災行政無線の強化、老朽化が進む公共施設の的
確な更新と自然災害に備えた防災力の強化について
予算を重点的に計上した。

Q公園等の借地料の算出根拠について説明を求
める。吾妻山公園の借地を将来購入する計画

はないのか。

A吾妻山公園にも借地が多くあるが、開園をする
際に土地所有者と交渉を行い、借地契約を結び

現在に至っている。現時点で用地取得の計画はない。

Q風水害に対し、避難所開設等の課題が浮き彫
りになったが方向性はいかがか。

Aさまざまな関係団体からご意見を伺いながら地
震とは違う、風水害における避難所の開設方法

や開設場所、町から住民への周知方法などを示した
防災行動計画タイムラインとしてまとめている。

※記事は本人の原稿に基づくもの
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善
波
　
宣
雄

羽
根
か
ほ
る

松
﨑
　
　
健

二
宮
　
節
子

杉
崎
　
俊
雄

坂
本
　
孝
也

小
笠
原
陶
子

露
木
　
佳
代

渡
辺
　
訓
任

大
沼
　
英
樹

前
田
憲
一
郎

根
岸
ゆ
き
子

一
石
　
洋
子

野
地
　
洋
正

結 

果

議員提出議案（左側は議案番号）
1 「葛川水系河川整備計画」の早期実現を求める意見書の提出について（臨時会議案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

町長提出議案名（左側は議案番号）
1 令和元年度二宮町一般会計補正予算（第4号）（臨時会議案） ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決
2 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
3 二宮町印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

4 二宮町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

5 特別職員報酬費用弁償の額並びに支給方法条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可決
6 二宮町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
7 二宮町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
8 二宮町消防団員の任免、給与、定員、服務等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
9 令和元年度二宮町一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
10 令和元年度二宮町国民健康保険特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
11 令和元年度二宮町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
12 令和元年度二宮町介護保険特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
13 令和元年度二宮町下水道事業特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
14 令和2年度二宮町一般会計予算 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ 可決
15 令和2年度二宮町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決
16 令和2年度二宮町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決
17 令和2年度二宮町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
18 令和2年度二宮町下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

　　※議案について、○は議案に対する賛成、●は反対したことを意味しています。
　　※野地議長は採決に加わりません。

各議員の議案に対する賛成 · 反対は？

軽自動車税減税・災害援護資金の償還免除など
くらしに係わる６条例が可決

自動車税・軽自動車税の軽減を延長
■税条例の一部改正
　軽自動車税（種別割）については、電気自動車
で75％、「2020燃費基準」の超過達成度合いで25
％か50％の軽減。来年３月までの延長。税収への
影響は約60万円減との見込み。
� 全会一致で可決

消防団員の報酬を見直し、引き上げ
■ �消防団員の任免、給与、定員、服務等に関する
条例の一部改正

　副分団長、班長、団員の報酬がそれぞれ年額5,000
円、2,000円、1,000円引き上げられる。職務の重さ
や近隣市町の動向を見ての改定。
� 全会一致で可決
賛 78名の団員が常に危険をはらんだ作業にあたる
ことを肝に銘じる必要があり歓迎。� （大沼）

■ �行政手続きにおける特定の個人を識別するため
の番号の利用に関する条例

　国民健康保険税の資産割が無くなったため、個
人番号の利用対象から「地方税関係事務」を除く。
� 全会一致で可決

青少年指導員・地域学校協働活動推進員は
有償ボランティアに
■ �特別職報酬費用弁償の額並びに支給方法条例
の一部改正

　青少年指導員と地域学校協働活動推進員は、会
計年度任用職員にならない。青少年指導員は引続
き県・町から委嘱、事務局は生涯学習課が務める
� 11対２で可決
反地域などから大きな期待が寄せられている役
割。職員としての位置づけが必要。� （渡辺）

■印鑑条例の一部改正
　成年被後見人も判断能力があると判断された場
合には印鑑登録が可能に。被後見人であることを
理由にした権利制限を無くすためだが、実際には
後見人が判断能力の有無を示す必要がある。
� 全会一致で可決
賛即日の印鑑登録・証明発行も可能に。不正使用
を回避できる対応を進言する。� （大沼）

■災害弔慰金の支給に関する条例の一部改正
　災害援護資金を借りた人が破産手続き・再生手
続き開始の決定で、未償還分の全部・一部が免除
されるようになる。
� 全会一致で可決
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今
後
、
他
市
町
の
事
例
も

し
っ
か
り
研
究
す
る

答
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
以
外
に

町
独
自
の
認
知
症
対
策
の
検
討
は

問

　

認
知
症
の
早
期
診

断
、
早
期
対
応
は
、
町
長

主
導
の
も
と
、
計
画
に
基

づ
き
平
成
30
年
度
か
ら
の

３
年
間
で
、
ど
の
様
に
深

め
て
き
た
の
か
。

　

認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
ケ

ア
パ
ス
、
あ
ん
し
ん
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
、
認
知

症
カ
フ
ェ
は
、
町
内
３
か

所
で
、モ
デ
ル
的
に
実
施
。

　
単
独
世
帯
の
方
や
身

内
の
認
知
症
の
気
づ
き
に

つ
な
が
る
「
簡
易
認
知
症

検
査
」
を
な
ぜ
、
い
ま
だ

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

て
い
な
い
の
か
。

　

速
や
か
に
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
項
目
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
設
け
る
。

　
高
齢
化
社
会
で
は
近

隣
の
見
守
り
な
ど
の
役
割

が
大
切
に
な
る
が
、
ご
近

所
の
方
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

　

相
談
者
の
名
は
出
さ

ず
、
最
善
策
を
考
え
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
。
現
在
は
民

生
委
員
か
ら
の
情
報
や
、

健
康
診
査
に
よ
る
声
掛
け

が
主
だ
が
、
今
後
は
、
気

軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

発
信
し
て
い
く
。

　
認
知
症
地
域
推
進
委

員
の
増
員
は
。

　

委
員
は
１
名
だ
が
、

他
の
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

職
員
も
研
修
を
受
け
、

チ
ー
ム
で
動
い
て
い
る
。

　
認
知
症
に
よ
る
引
き

こ
も
り
の
対
応
と
チ
ー
ム

オ
レ
ン
ジ
（
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
地
域
で

の
連
携
を
強
化
す
る
チ
ー

ム
）
の
現
状
を
聞
く
。

　

引
き
こ
も
り
対
策

は
今
後
取
り
組
む
が
、
情

報
収
集
が
課
題
。
チ
ー
ム

オ
レ
ン
ジ
は
、
現
在
検
討

中
。

　

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
を
与
え
な
い
の
か
。

　

ま
ず
、
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
優
先
。

　
個
人
負
担
の
な
い
、

認
知
症
に
関
わ
る
個
人
賠

償
責
任
保
険
の
導
入
は
。

　

賠
償
金
額
の
大
き
さ

で
補
助
金
額
も
変
わ
る
事

は
、
先
進
事
例
で
理
解
し

て
い
る
。
大
き
な
事
故
も

実
際
出
て
お
り
、
誰
も
が

認
知
症
は
避
け
ら
れ
な
い

も
の
と
し
て
、
今
後
、
本

当
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

※記事は本人の原稿に基づくものです。

認知症の概要はわかりやすいが
認知するまでのプロセスが重要

二
宮 

節
子

公
明
党

一般質問
議員名 通 告 件 名

二宮　節子 認知症の対応状況や今後について

渡辺　訓任 ①会計年度任用職員制度の運用開始にあたって
②公共・公用施設の保全と財政見通しについて

松﨑　　健 二宮町の観光について

小笠原陶子 公共交通であるバスを乗り支えるために

根岸ゆき子 有害鳥獣対策と遊休農地の有効活用

※議会だより第174号９ページの松﨑議員の一般質問の記事（見出し、答えの部分）につきまして、議会での答弁と異なるのではないかと、
町民の方よりご指摘がありましたので、誤解のないよう答弁をそのまま追記いたします。「買い物路に指定したら財源の確保ができるとか
というようなことがあれば、そういうようなことを定めて、あわせてやっていけたらと思うのですが、現時点では買い物路に指定しても財
源の確保につながるようなことがないような状況ですので、そこまではちょっと今のところは考えていないというのがお答えになります。」
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任
用
職
員
は
新
制
度
で
処
遇
、

新
制
度
と
別
に
委
託
は
進
め
る

答
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で

処
遇
や
業
務
委
託
は
ど
う
な
る

問

　
観
光
案
内
所
の
駅
下

へ
の
移
転
に
つ
い
て
予
算

が
否
決
さ
れ
た
が
、
業
務

は
今
後
ど
う
な
る
。ま
た
、

観
光
案
内
所
へ
の
訪
問
者

数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　

把
握
し
て
い
な
い
。

業
務
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー

内
で
観
光
協
会
が
担
う
。

　
前
・
中
・
後
期
各
基

本
計
画
で
は
「
観
光
振
興

が
必
ず
し
も
町
の
経
済
活

性
化
に
結
び
つ
か
な
い
」

課
題
を
繰
り
返
し
指
摘
し

て
い
る
。
課
題
解
決
に
ど

う
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

　

課
題
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
菜
の
花
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
レ
シ
ー
ト
ラ
リ
ー
で
町

内
の
店
舗
利
用
を
促
し
た
。

　
町
は
、観
光
を
移
住・

定
住
に
つ
な
げ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
経
済
活
性
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
最
重
要
課

題
で
は
な
い
か
。

　

観
光
イ
コ
ー
ル
移
住

定
住
で
は
な
い
が
、
つ
な

が
れ
ば
良
い
。

　
先
の
選
挙
で
町
長
は

移
住
・
定
住
「
競
争
」
を

否
定
し
た
文
面
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
。
後
期
基

本
計
画
の
記
述
「
定
住
人

口
確
保
に
努
め
る
」
と
の

整
合
性
は
。

　

数
だ
け
に
こ
だ
わ
っ

た
競
争
は
し
な
い
。
二
宮

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
経
済
の
発
展
・
活

性
化
に
結
び
つ
く
。

　
課
題
解
決
に
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
欠
か
せ
な

い
。
日
本
の
世
界
観
光
ラ

ン
キ
ン
グ
（
４
位
）、
神

奈
川
県
の
外
国
人
延
べ
宿

泊
者
数
（
全
国
９
位
）
と

い
っ
た
デ
ー
タ
は
二
宮
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
示
し
て

い
る
。
地
方
版
の
総
合
戦

略
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ

の
積
極
的
取
組
を
盛
り
込

む
べ
き
。

　

総
合
戦
略
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
と
い
う
言
葉
は
恐

ら
く
入
ら
な
い
。
訪
日
外

国
人
を
主
と
し
て
誘
客
す

る
の
で
は
な
い
が
、
で
き

る
と
こ
ろ
で
対
応
す
る
。

　
観
光
協
会
は
「
完
全

民
営
化
」し
た
と
の
説
明
。

民
営
化
さ
れ
た
国
営
・
公

営
企
業
は
通
常
、
株
式
公

開
さ
れ
る
。
法
人
化
も
さ

れ
ず
民
営
化
は
お
か
し
い
。

　
「
完
全
」と
言
え
ず
、

「
民
営
化
」
と
す
る
。

総
合
戦
略
上
の
位
置
づ
け
は

な
い
が
で
き
る
範
囲
で
対
応

答
観
光
振
興
に
不
可
欠
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
策
を
問
う

問

いつまでもこれだけじゃ…

渡
辺 

訓
任

日
本
共
産
党

　
会
計
年
度
任
用
職
員

の
公
募
で
は
１
日
６
時
間

週
４
日
の
募
集
が
多
い

が
、
短
時
間
雇
用
で
は
食

べ
て
い
け
な
い
と
の
声
が

あ
る
。職
員
と
話
し
合
い
、

状
況
や
希
望
を
掴
ん
で
い

る
か
。
柔
軟
な
対
応
、
条

件
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

応
募
し
や
す
さ
も
勘

案
す
る
と
、
短
時
間
勤
務

の
募
集
が
多
く
な
る
実
状

が
あ
る
。
社
会
保
険
は
法

令
に
従
い
適
用
す
る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員

抜
き
に
は
町
の
業
務
は
進

ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

日
常
業
務
は
任
用
職

員
に
お
願
い
す
る
。

　
職
務
に
よ
り
時
給
が

下
が
る
ケ
ー
ス
は
問
題

　

職
務
内
容
と
常
勤
職

員
と
の
均
衡
と
い
う
部
分

も
加
味
し
給
与
を
決
定
し

て
い
る
。
期
末
手
当
な
ど

を
新
た
に
支
給
す
る
。

　
新
制
度
実
施
で
町
負

担
額
増
額
の
見
通
し
は
。

　

２
千
万
円
の
支
出

増
。
地
方
交
付
税
措
置
で

実
質
４
０
０
万
円
程
度
か
。

　
体
育
館
、
運
動
場
な

ど
が
民
間
委
託
に
な
る
。

委
託
先
で
、
条
件
が
合
わ

ず
働
け
な
く
な
る
と
「
雇

い
止
め
」に
な
ら
な
い
か
。

　

そ
の
ま
ま
勤
め
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
は
し
て
い

る
が
、
処
遇
に
関
し
て
は

強
制
力
が
な
い
。

公
共
施
設
の
補
修
・
改
修

と
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

　
雨
漏
り
や
エ
ア
コ
ン

故
障
な
ど
補
正
予
算
等
に

よ
る
緊
急
修
繕
が
、
昨
年

度
か
ら
急
に
増
え
た
。
改

修
・
補
修
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

法
定
耐
用
年
数
も
意

識
し
、
予
防
保
全
を
進
め

た
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

予
算
化
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
そ
の
都
度
、
修
繕
で

対
応
し
て
い
る
。

　
人
口
減
で
税
収
が
激

減
す
る
と
の
心
配
も
あ

る
。
わ
か
り
や
す
く
財
政

計
画
を
示
せ
。

　

長
期
的
に
は
町
財
政

規
模
は
縮
小
す
る
が
、
現

在
の
地
方
財
政
の
仕
組
み

を
前
提
に
す
る
と
激
減
す

る
こ
と
は
な
い
。
財
政
計

画
を
近
く
示
す
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

雨の日、町民センターには
雨漏りを受けるお皿が…

松
﨑 

　
健

無
所
属

一般質問
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生
活
被
害
も
農
地
被
害
も
対
応
、

農
地
は
担
い
手
確
保
に
努
め
る

答

後
期
施
策
に
位
置
づ
け
啓
発
し

神
奈
中
と
も
相
談
し
て
い
く

答

イ
ノ
シ
シ
被
害
増
の
対
策
と

今
後
の
農
地
活
用
・
保
全
策
は

問

地
域
公
共
交
通
の
安
定
的
確
保
の

た
め
乗
り
支
え
る
し
く
み
は

問

　
町
を
走
る
バ
ス
は
神

奈
中
交
通
だ
け
、
神
奈
中

バ
ス
を
ど
う
乗
り
支
え
る

の
か
質
問
す
る
。
町
は
地

域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

し
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト【
地
域
や
都
市
を
、

「
過
度
に
自
動
車
に
頼
る

状
態
」
か
ら
、「
公
共
交

通
や
徒
歩
な
ど
を
含
め
た

多
様
な
交
通
手
段
を
適
度

に
（
＝
か
し
こ
く
）
利
用

す
る
状
態
」
へ
と
少
し
ず

つ
変
え
て
い
く
一
連
の
取

り
組
み
】
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
そ
の
協
議
会
の
中

で
バ
ス
協
会
か
ら
、
免
許

返
納
前
の
段
階
で
バ
ス
に

乗
り
な
れ
る
機
会
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
治

体
に
よ
っ
て
は
、
子
ど
も

向
き
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

つ
く
っ
て
い
る
。内
容
は
、

バ
ス
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
、

必
要
性
、
乗
り
方
、
割
引

券
の
こ
と
な
ど
、
イ
ラ
ス

ト
入
り
で
理
解
し
や
す

い
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
啓

発
は
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
啓

発
と
あ
わ
せ
て
、
現
在
策

定
中
の
地
域
公
共
交
通
計

画
の
後
期
施
策
に
位
置
づ

け
、
来
年
度
か
ら
の
実
施

に
向
け
て
調
整
を
進
め
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
地

域
の
通
い
の
場
な
ど
を
活

用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
回
数
券
を
使
っ
た
お

試
し
乗
車
体
験
な
ど
、
通

い
の
場
の
参
加
者
だ
け
で

な
く
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
な

ど
幅
広
い
世
代
に
広
げ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
向
上
だ
け
で
な
く
、
公

共
交
通
利
用
に
対
す
る
啓

発
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　
か
な
ち
ゃ
ん
手
形
な

ど
割
引
シ
ス
テ
ム
を
知
ら

な
い
方
が
多
い
。
町
は
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
そ
の
取

得
に
当
た
り
購
入
し
や
す

い
支
援
を
す
べ
き
。
購
入

す
る
に
当
た
っ
て
は
証
明

写
真
が
必
要
。
高
齢
な
方

は
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
も

な
い
方
が
多
い
。
証
明
写

真
取
得
を
町
が
何
ら
か
の

形
で
支
援
す
る
事
が
重
要

だ
。

　

神
奈
中
と
話
し
合
い
、

オ
ー
ケ
ー
で
あ
れ
ば
、
前

向
き
に
考
え
て
い
き
た
い

が
、
ま
だ
こ
こ
で
必
ず
や

れ
ま
す
と
は
言
え
な
い
。

　
近
年
増
加
す
る
イ
ノ

シ
シ
の
駆
除
と
防
除
策
に

つ
い
て
聞
く
。
生
活
被
害

へ
の
対
応
は
。

　

住
民
か
ら
の
直
接
相

談
件
数
は
昨
年
の
５
件
か

ら
今
年
は
10
件
と
倍
増
。

遭
遇
対
策
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
。
イ
ノ
シ
シ
出
没

マ
ッ
プ
は
緑
が
丘
地
区
に

回
覧
。
松
根
・
富
士
見
が

丘
地
区
に
も
呼
び
掛
け
る
。

　
農
地
で
の
捕
獲
実
績

は
。処
理
が
特
に
大
変
だ
。

季
節
に
よ
っ
て
自
家
消
費

も
可
能
だ
が
掘
っ
て
埋
め

る
の
は
負
担
。
民
間
事
業

者
の
情
報
も
得
て
い
る
か
。

　

平
成
30
年
度
は
箱
わ

な
を
20
基
程
設
置
、
く
く

り
わ
な
と
の
併
用
で
年
間

49
頭
を
捕
獲
。
埋
め
る
の

は
地
権
者
に
了
解
を
求
め

る
状
況
。
処
理
は
猟
友
会

に
も
協
力
い
た
だ
く
。
民

間
事
業
者
は
生
活
環
境
課

が
、
わ
な
設
置
、
捕
獲
、

止
め
さ
し
、
処
分
を
ま
と

め
て
や
る
契
約
を
交
わ
し

て
い
る
が
、
1
件
数
万
円

も
か
か
る
。

　
農
地
で
の
防
除
策
は
。

　

集
落
単
位
の
共
同
防

除
と
し
て
国
の
交
付
金
で

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の

フ
ェ
ン
ス
を
購
入
し
、
昨

年
は
一
色
に
今
年
は
中
里

に
各
延
長
４
５
０
ｍ
を
設

置
。
自
主
的
防
除
と
し
て

は
柵
の
補
助
上
限
額
１
万

５
千
円
か
ら
３
万
円
に

し
、
主
立
っ
て
は
電
気
柵

が
前
年
度
比
で
人
数
も
面

積
も
３
倍
ほ
ど
に
な
っ
た
。

　
農
地
の
保
全
・
活
用

の
た
め
担
い
手
確
保
策
は
。

　

要
綱
設
置
後
４
人
が

新
規
就
農
し
て
い
る
。
更

に
資
格
取
得
の
研
修
期
間

を
２
年
か
ら
１
年
に
す
る
。

　
令
和
２
年
度
に
始
ま

る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実

質
化
と
は
何
か
。

　

農
業
の
未
来
の
設
計

図
と
言
わ
れ
る
。
集
落
単

位
で
農
業
関
係
者
皆
が
話

し
合
い
の
下
、
将
来
に
わ

た
っ
て
地
域
の
農
地
を
誰

が
担
う
か
決
め
て
い
く
。

後
継
者
の
把
握
が
課
題
。

　
農
地
活
用
の
た
め
、

準
農
家
制
度
が
選
択
肢
の

１
つ
と
な
り
得
る
の
で
は
。

関
係
人
口
も
呼
び
込
め
る
。

　

そ
の
制
度
は
農
業
経

営
と
い
う
よ
り
家
庭
菜
園

と
い
う
状
況
。
今
後
の
課

題
と
し
て
研
究
し
た
い
。

小
笠
原 
陶
子

無
所
属

根
岸 

ゆ
き
子

無
所
属

神奈中二宮サービスセンター
月・水・金が営業日

捕獲したイノシシは猟友会が
「止めさし」を行う

一般質問



＜編集後記＞
　３月定例会は新型コロナが拡大の兆しを見せ
る中で始まりました。学校休校、公共施設閉鎖
などいつもと異なる環境での議会運営。
  編集作業も落ち着かない中で進めました。前
号については町民の方々から様々なご指摘をい
ただきました。皆さまの知りたいことをお伝え
できるように努めてまいります。（渡辺）

◎議会だより編集委員
　委 員 長� 羽根かほる
　副委員長� 渡辺　訓任
　委 員� 松﨑　　健
� 杉崎　俊雄
� 坂本　孝也
� 根岸ゆき子
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〒259-0196　中郡二宮町二宮961　TEL　0463-75-9267　FAX　0463-72-6691
メールアドレス gikai@town.ninomiya.kanagwa.jp　

議会への
ご意見は
こちら☞

新型コロナウイルス対策について町へのQ&A

令和２年第１回定例会は当初の予定通り開催した。通常、第１委員会室で行われる
予算審査特別委員会は、マイクの使い回しを避け、空間を確保するため本会議場
で行った。町の対応（３月13日時点）について以下のような説明があった。

防護服の用意は？
保健センター240、

消防署300セットを準備し
救急時に使用

町民への対応
内容周知は？

地区長には地域集会施設
の休館について電話連絡、
注意喚起チラシ全戸配布

１月31日　
「聴覚障害の理解を深める」研修
　中郡聴覚障害者協会、手話通訳者の協力を得て、聴覚障害について理
解を深める研修会を行った。コミュニケーション方法や県の手話言語条例
制定の背景、挨拶や自己紹介などの手話を学んだ。

２月７日 なぎさブロック（葉山　寒川　大磯　二宮 各町議会）合同研修会
「加害者・被害者にならないためのハラスメント防止策」
講師：アンズ・ヒューマン・ロジャース株式会社　代表　藤原さゆり氏
ハラスメントの定義と現状、対応策を学んだ。

その他
の活動

学校給食の
食材は？

キャンセルができ、
食品ロスはほぼなし

マスクの予備は？
保健センター14,450枚
緊急度の高い
施設に提供

小中学校生徒
への対応は？
担任と面談を実施
教員は町内を巡回 予算審査特別委

員会は本会議場
で行いました。

聴覚障害の方々から学ぶ町議有
志。手話によるコミュニケーショ
ンはまず始めることから。

＊�第174号　5ページ「台風の被害状況」中、点線カコミ記事に一部誤りがありました。お詫びして訂正
いたします。
見出し  �（誤）「温暖化の影響か？過去40年間で50mm超えは平成20年から発生」 

（正）「温暖化の影響か？過去40年間で50mm超えは昭和61年（1986年）から発生」　
本  文   �（誤）「1時間あたり50mmを超える雨量は平成20年に初めて記録され、その後７回記録」 

（正）�「1時間あたり50mmを超える雨量は昭和61年（1986年）に記録され、その後平成20年から８回、
合計９回記録」

■お知らせ■
※新型コロナウイルス
の影響により、議会報
告会（シェアにのみや）
の開催は未定です。

※引き続き状況を把握し、みなさまの要望を届けるよう取り組んでいきます。




